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夜
の
八
時
に
サ
イ
レ

同
時
に
乙
ど
も
は
家
庭

り

一

番

田

三

畝

二

十

七

歩

一

四

坪

付
属
女
造
瓦
百
平
家
物

一

①
竹
松
郷
字
宮
小
路
八
百
凶
十
蒋
一
間
一

一
棟
建
坪
三
時

一

イ

畑

一

畝
二
十
二

歩

一

⑫
一
の
郷
七
十
、
七
十
二
の
一二
、
一

③
大
里
郷
字
国
の
平
道
七
十
番
一
七
十
三
の

一

審

地

家

吾

首
二

田
三
畝
二
十

八

歩

一

④
卒
小
川
郷
富
山
干
九
百
五
十
一

五

月

中

に

県

外

ヘ

四
番

υ
田
三
畝

γ
一
歩

一

⑤
今
村
郷
字
国
の
明
千
百
九
十
二
一

轄

出

す

る

人

に

お

願

い

帯
り
ニ
畑
一
ニ
畝
十

三

歩

一

⑤
中
一
白
郷
字
中
平
四
百
五
十
六
番
一
県
ぜ
は
五
月

一
日
か
ら
三
十

二
町
務
係
で
行
な
い
ま
す
。
対
象
者

畑
三
畝

十

六

歩

一

日

ま

で

の

一

カ

月

間

県
外
転
出
入
一
は
県
外
か
月
転
入
、

県
外
へ
転
出

⑦
四
の
郷
宇
中
谷
六
百
帯
田
四
一
人
口
統
計
調
査
を
行
な
う
こ
と
に
一
す
る
人
た
ち
で
す
か
ら
、
五
月
中

畝
二
十

五

歩

一

な

り

ま

し

た

。
こ
の
調
査
は
毎
月

一に
県
外
へ
転
出
さ
れ
る
か
た
は
代

一
異
動
人
口
(
転
出
入
、
出
生
死
亡

一

③
玖
局
郷
字
国
向
卒
百
九
十
九
帯一

な
ど
)
の
調
査
を
し
て
い
ま
す
が

一人
や
米
配
給
所
な
ど
に
転
出
手
続

三

畑

一
反
八
畝
ニ
歩

内

主

ど

の

よ
う
な
人
が
、
ど
ん
な
富

一三
依
頼
レ
な
い
で
、
本
人
が
市

畔
十
三
歩

一で
、
ど
と
へ
転
出
す
る
か
、
ど
と
一
民
課
や
出
強
所
の
窓
口
で
手
続
き

実

上

郷
字
京
ノ
時
五
百
ニ
十
番

一
か
ら
転
入
し
た
の
か
、
世
帯
構
成
一
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
・

回

二

畝

ド

六

歩

一

や

性

別

年

令

な

ど
が
全
然
わ
か
ら一

菜

、
乙
の
調
査
は
本
年
十
月

A
農
地
の
弘
売
に
つ
い
て
は
、
県
一
⑮
誌
郷
字
械
畑
~
白
番
亘
書
合
一
な
い
た
め
、
こ
の
よ
う
な
乙
と
を

一に
も
実
施
す
る
と
と
に
な
っ
て
い

矧
事
の
発
す
る
題
詰
憲
一
併
第
一
一
畑
五
畝
二
十
四
歩

一調
べ
て
行
政
施
策
の
資
料
に
す
る

一ま
す

γ
;
i仁
川
清
)

有
す
ず
の
も
の
に
限
り
、
入
札
を

一⑪
竹
股
郷
宇
宮
小
路
六
百
三
十
八
一
わ
け
で
す
。

一

許

可

す

る

。

一

番

六

百

一一一
寸
九
番

家

屋

番

号

一

一

親

の

心

子

知

ら

ず

一

日

三

J

一

調

査

は

窓

口

で

一

公

売

財

産

一

同

銀

一

一

一

百

J

干

ニ

高

木

2
F
一

一

「
子
供
の
日
」

①
木
場
郷
字
堤
下
二
千
三
百
五
十

一

茸
平
家
住
家

一
棟
趨
坪
二
十

一

調
査
は
、
市
民
課
、

出
現
所
の一
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ι
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J1
1
y
h
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一
1
hU
火

山

JJM
h山
.

二

級

建

築

士

の

試

験

入

口

査

を

実

施
レ
て
い
ま
す
。
と
れ
本
師
、
中
学
や
高
校
そ
卒
業

公-訟)代、
h
J
)

ハ
せ
い
板
…
軒
町
一
川
町
一
日
一
供
時
間
諮
問
時
三
時
点
灯
時

H
U

--u
J
J仁
川
ー
に
川

1
い
-u
v
一U
1
uhU
一川
いい
uv
jliu
h
h
H
h
h
H

田
野
澱
粉
専
用
道
路

(
2時
)

の

基
礎
資
料
に
す
る
た
め

の

開

業

を

行
な

っ
て
い
る
か
た
で
も

萱
瀬

原

郷

公

民

舘

前

査

で

、

税
合
一
等
に
は
関
係
あ

り

専

門
的
な
分
野
伊
深
ぐ
研
究
し

5
月
9
日

(
9
時
加
分
)

西

大

ま

せ

ん

。

た

い
か
た
は
、
多
数
参
加
し
て

村
農
協
庭
(
日
時
)
額
訪
公
民

大

村
市
で
は
本
小
路
付
近
、

く
だ
さ
い
。

舘
前

(
1時
初
分
)
竹
松
駅
前
本
町
付
近
、
杭
出
津
住
宅
付

近

ム

期

間

五

川

二
i
一
日

広
場

(
3時
)
福
貰
農
協
前
諏
訪
付
近
が
調
査
対
象
地
区
と
(
問
調
式
)
か
日
朝
年
三
月
ま
で

(
大
村
保
健

所

)

な

っ
て
お
り
、
調
査
を
お
願
い

A
場
所
県
立
大
村
園
芸
高
校

す
る
家
庭
に
は
、
す
で
に
調
査

ム

出
校
U

何
週
上
噌
同

員
が
伺
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
(
た
だ
し
践
繁
助
を
除
く
)

五
月
一
カ
月
間
ど
協
力
を
お
願

A
対
象
者
十
五
才

t
二
十

い
い
た
し
ま
す
。
(
庶
務
課
)

冗
才
の
市
内
在
住
小
青
年

(男

女
そ
問
い
ま
せ
ん
)

ム
募
集
人
員

四
十
者
向
何
度

ヘ
教
科
内
官

そ

菜
、
花
き

果
制
.
市
産
、
首
泊
作
、
土
製

肥
料
、川
出
い
具
、
そ

ω他

ハし教い村山
U

一
月
五
寸
円

ム
中

心

五

川
十
削
け
ま
で

市
計
安
打

夜、
敵
討
山
h
l
い
た
門
間

芸
州
絞
ヘ(
市
許
公
社
会
教
育
訓
)

人口と世帯

~
自
衛
隊
隊
内
/

)
/
居
住
を
除
く
」

現末阿川

12.1361世.117

57.116人

男27，430

女'29.685

ン

J¥、

よ

大

村

市

白

少

年

問

題

協

議

会
、
大

村

笥

察

署

で

は

県

青
少

協

、

長

崎

県

、

県

教
委

、
県

笹

本

部

で

促

だ

ま
し
た
。

明

し

て

い

る

「山
本
ほ
の

呼

び

戸

」

運

動

を

五

月

一
円

か

ら

一

カ

月

間

強

力

に

推

進

す

る

こ

と

と

な

り

政

と
の
「
家
庭
の
呼
び
声
」
運
動

一

と
う
し
て
青
少
年
自
身
と
保
持
一

と
は
青
少
年
が
一
番
あ
や
ま
ち
を

一者
と
一
般
社
会
の
一一
者
相
協
力
す

起
こ
し
ゃ
す
い
の
は
夜
間
が
多
い
一る
こ
と
に
よ
て
、

背
少
年
の
不

の
で
、
夜
の
定
ま
っ
た
時
刻
に
錨

一良
化
を
防
止
し
、
健
全
五
育
成
を
市
税
滞
納
に
よ
り
差
押
え
た
財

や
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

・
サ
イ
レ
ン
な

・推
進
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

一産
を
つ
ぎ
の
と
お
り
、
公
売
に
付

ど
を
鳴
ら
し
、

一

市
内
で
は
有
月
一
日
か
ら
一
二
十

一し
ま
ず
か
ら
、
買
受
希
望
者
は
当

ω外
出
申
の
青
少
年
に
家
庭
に
帰

二

目
ま
で
毎
日
午
後
八
時
に
サ
イ
一
日
定
刻
ま
で
に
印
鑑
持
参
の
う
え

る
時
間
を
知
ら
せ
一
レ
ン
あ
鳴
円
し
ま
す
(
三
十
秒
連
一
ど
参
集
ぐ
だ
さ
い。

ω保
設
省
に
は
、
自
分
の
子
ど
も

一続
一
同
)
の
で
、
舛
問
中
の
青
少

一
〈
い
日
時
五
月
九
日
午
後
二
時

の
動
静
に
つ
い
て
確
認
と
反
省

一年
が
サ
イ
レ
ン
川
鳴
広
前
に
は
家
一
ム
公
現
場
所
市
役
所
税
務
課

を
す
る
た
め
の
合
図
と
し

一
γ
帰
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
竺
協

一
ム
公
売
方
法
一
般
競
争
入
札

①
一
般
社
会
の
人
た
ち
に
は
、
青

一力
を
お
聞
い
し
ま
す
。

一ム
公
有
保
証
金
県
積
価
格
の
百

少
年
務
理
解
し
、
青
少
年
の
あ

一
(
大
村
市
青
少
年
問
題
協
議
会
、
一
分
の
十

る
べ
き
正
し
い
姿
を
認
識
し
て

一寸
村
町
官
僚
署
)

一ム
代
令
納
付
期
限
五
月
十
六
日

も
ら
う
。

一

一

午

後
三
時

一
わ
た
し
た
ち
は
赤
ト
字
村
員

ιな
一れ
て
い
ま
す
。

動

一

五
月
一
日
か

6
全
一
る
乙
と
に
よ
(
て
蓄
な
赤
十
字

一

赤
十
字

ω使
命
や
事
業
、
社
員

室

国

一
斉
に
赤
十
字
通
一
の

霊

長

川
で
き
る
わ
げ
で
す

一制
度
な
ど
に
つ
い
て
は
各
一同
に
印

百

票

く
り
ひ
ろ
げ
ら
一
日
君
事
業
と
し
て
大
利
市
で

一刷
物
を
お
配
り
い
た
し
ま
す
が
、

一寸

れ
、
赤
十
字
社
員
の

一
は
昨
年
度
は
家

庭

語

、法
の
講
習
一
皆
さ
ん
の
一
閣
の
ど
協
刀
を
お
願

汁

去

が

行

な

わ

れ

ま

一会

(
受
講
者
向
六
名
)
教
室

の

一
い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
戸
に
一

斗列

3

・
一講
習
会
(
受

設
相
百
六
十
一辛
口
)
二
人
は
日
赤
社
員
に
加
入
し
て
い
一

ら

日

本

赤
十
字
社
は
石
ど
、

不
慮
の
災
難
か
ら
人

AZ
Eく
よ
う
と
協
力
く
だ
さ
い
。
-

h

国
際
赤
十
字
社
の

二
救
う
た
め

ω応
急
措
躍
り
知
識
や
一

加
入
手
続
去
」は
町
総
代
へ
お
た
ず

カ

員
と
し
て
、
他
白
石
術
の
指
導
、
衛
生
思
制
的
支
一
ね
く
だ
さ
い
。

加
入
社
員

に

で

廿

の

赤
十
字
と
力
を
合

一を
は
か
る
と
と
も
に
健
康
弘
と
て
は
黄
門
標
お
よ
び
社
員
パ
ツ

一

せ
℃
抑
留
者

ω申
期

一
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
の
俄
し
が

一チ
が
配
布
さ
れ
ま
す
。

帰
選
.
在
凶
削
鮮
人
の
北
鮮
附
越

一行
な
の
れ
ま
し
た
。
ま
た
火
災
に
一
(
日
赤
大
村
市
地
区
)

や
水
火
災
に
よ
A
救
助
活
動
、
医一

よ
っ
て
被
災
さ
れ
そ
不
幸
な
か
た

療
事
業
な
ど
世
界
心
一
平
い
仰
と
社
会

一が
た
に
は
、
毛
布
‘
シ
ャ
ツ
、
タ

福
祉
)
増
進
に
よ
れ
献
し
て
い
ま
ダ

一オ
ル
な
ど

ω恒例何
品
も
と
ど
け
ら

公
売
お
知
ら
せ

9
日
・
田
畑
・
家
屋
な
ど
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赤
十
字
て
明

る

い

社

会

を

何
日
で
打
切
り

引
揚
者
給
付
金
の
請
求
は
五

月
十
六
日
ま
で
で
打
切
ら
れ
ま

す
。
な
に
か
の
都
合
で
請
求
書

を
出
し
て
お
ら
れ
な
い
か
た
は

期
限
ま
で
に
早
め
に
請
求
手
続

き
を
し
て
ど
だ
さ
い
。

給
付
金
を
請
求
す
る
該
当
者

で
あ
る
か
、
ど
う
か
、
わ
か
ら

な
い
場
合
は
福
祉
事
務
所
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
(
福
祉
事
務
所
)

福
祉
年
金

6
日

か

ら

支

払

い

第
一
回
一
自
の
福
祉
年
金
の
支

払
い
は
五
月
六
日
か
円
は
じ
ま

り
ま
す
九
証
書
と
印
鍛
そ
も
っ

て
問
定
の
郵
便
局
で
受
け
取
っ

て
く
Y
さ
い
e

も
し
、
死
亡
さ
れ
て
お
ら
れ

る
と
受
げ
取
る
乙
と
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
、

証
曹
は
福
祉
事
務

所
に
お
返
え
し
く
だ
さ
い
。

(
福
祉
事
務
所
)

日
日
無
料
法

律

相

談

所

長
崎
地
方
家
庭
裁
判
所
大
村

支
部
で
は
弁
護
士
会
、
大
村
訓

停
協
蛍
の
協
力
で
.
憲
法
週
間

の
行
事
と
し
て
五
月
十
三
日
午

前
十
時
か
ら
午
後
凶
時
ま
で
大

村
商
工
会
議
所
(
旧
制
鋲
庁
舎
)

で
無
料
法
樟
相
談
所
を
開
設
レ

ま
す
。相
談
内
容
は
家
事
、
民
事
関

係
で
す
か
f
h

多
数
ご
利
用
く
だ

さ
い。

(
長
崎
地
方
家
庭
裁
判
所
大
村
支
部
)

県
で
は
二
級
建
築
士
の
詰
験

を
つ
ぎ
の
と
お
り
行
な
い
ま
す

ム
申
込
五
月
二
日
か
ら
二

十
五
日
ま
で
県
建
築
課
へ

ム
試
験

長

崎

県
立
短
期
大

学
ほ
か
ム
く
わ
し
い
乙
と
は
市
建
築

課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

(
建
設
課
)

ン

回

大

村

保

健

所

チ

一

で

は

栄

養

指
導

キ
巡
川

回

一

車

(
キ
チ
ン
カ

9
が

一

l
)
に
よ
る
調

'
.
固

一
一
理
の
実
演
指
導

i
-
v
を
行
な
い
ま
す

6
力

の
で
、
と
く
に
'

主
婦
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
望

ん
で
い
ま
す
。

巡
回
日
程

5
月
6
日

(
9
時
加
分
)
岩
松

駅
前

(
ロ
時
初
分
)
一
ニ
浦
今
村

公
民
館
前

(
3時
)
大
村
公
園

同
榔
二
百
二
十
六
番

木

造

瓦

耳
二
階
理
居
宅
一
棟
一
階
十

七
坪

二
階
九
蹄
(
税
務
課
)

豚
の
移
動
禁

止

は

解

除

三
月
十
八
日
市
内
西
大
村
地

区
に
「
豚
コ
レ
ラ
病
」
が
発
生

し、

一二
月
二
十
一
日
付
で
豚
の

移
動
禁
止
が
発
令
さ
れ
ま
し
た

が
、
関
係
者
の
防
疫
が
徹
底
し

ま
ん
延
の
お
そ
れ
が
な
く
な
り

ま
し
た
の
で
、
四
月
五
日
付
で

移
動
禁
止
は
解
除
さ
れ
ま
し
た

(
農
林
課
)

家
計
調
査
に

ご

協

力

を

県
で
は
毎
年
五
月
に
家
計
調

z大村部隊てふじ祭

:左(パいのを十隊
~~ ース、 。、時で陸
予般 ケ相ふ 午かは上
:行市 ツ僕 じ後ら五自;
fな民ト、祭は隊月 衛
jわ参ポ 演 。同舎三 l琢
;れ加 l棄 を隊落田大
1ま)ル 会 行 名 成午村
Zす大 、な 物式 前 部

し

;行楽のジーズンで 三陸
zす まで

すは

i山啓りなどの|僚は 般
(の
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いたしましょう O 隊編
)迎

農
業
専
門
の
青

年
学
級
を
開
設

と
れ
か
ら
の
農
村
そ
背
負
う

青
年
に
、
農
業
の
基
礎
的
な
知

識
と
専
門
的
な
技
術
を
身
に
つ

け
て
も
ら
う
た
め
、

県
立
闘
芸

高
校
の
施
設
、
設
備、

指
将
帥

の
協
力
を
え
て
大
村
宵
年
学
級

が
開
設
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま

し
た
。

o
i
Mの
ぼ
り
、

ち
ま
き
な
ど
と
、

明
干
の
節
句
に
は

幼
な
い
こ
ろ
か
ら

な
つ
か
し
い
思
い

出
が
あ
る
。
国
民

の
祝
日
と
し
て
、

在
月
五
H
が
「
と
ど
も
の
日
」

に

決
め
ら
れ
、
児
擢
輯
加
す
卸
ふ
制
定
さ

れ
て
、
間
民
ζ
ぞ
っ
て
、
次
代
を

背
負
う
と
ど
も
た
ち
の
幸
せ
を
ね

が
う
日
と
な

っ
た
。

0
・:
し
か
し
、
背
少
年
ぞ
取
り
ま

ぐ
環
境
は
決
レ
て
、
明
る
い
も
の

ば
か
り
で
は
な
い
。

打
ど
も
の
日

が
く
る
た
び
、

背
少
年
対
策
の
不

精
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
一
向

に
目
立

っ
て
好
転
レ
た
様
子
も
見

受
げ
ら
れ
な
い
。
だ
が
、
わ
た
し

た
ち
が
、
批
判
し
て
い
る
だ
げ
に

と
ど
ま
っ
て
い
て
は
、
一
番
か
わ

い
そ
つ
な
の
は
、
か
ん
じ
ん
の
と

ど
も
た
ち
で
あ
る
。

o
iま
ず
、
わ
た
し
た
ち
の
身
近

か
な
と
と
か
ら
、

ふ
り
返
っ
て
見

ょ
っ
。
鯉
の
ぼ
り
が
，何
ダ
!
ス
も

立
て
盛
十
八
介
、お

M
い
務
や
っ
て
も

当
の
乙
ど
も
の
子
め
に
は
、
大
し

十
役
に
は
立
た
な
い
。
親
た
ち
の

増
栄
心
が
荷
足
ぷ
せ
、
世
間
て
い

を
つ
く
ろ
う
と
と
に
利
用
さ
れ
て

い
る
に
す
ぎ
な
い。

0
・:
も
っ
と
、
ほ
ん
穴
う
に
、
と

ど
も
の
心
彩
豊
か
に
し
、
健
や
か

な
成
長
巻
町
け
る
儲
し
は
な
い
も

の
か
考
え
て
み
た
い
。
と
ど
も
を

申
心
に
し
た
家
庭
レ
ク
リ
亡
1
シ

ョ
ン
、
乙
と
も
の
希
望
港
聞
い
て

ゃ
あ
親
，J

座
談
会
な
ど
も
結
構
だ

ろ
う
。

0
・:さ
ら
に
、
部
落
柏
町
内
の
と

ど
も
が
、

f
ぞ
っ
て
楽
し
め
る
催

し
も
計
画
し
た
い
も
の
だ
、
親
子

そ
ろ
っ
ア

ι
一
日
ハ
イ
キ
ン
グ
、

問
落
迎
叫
ん
耳
、
政
郎
会
な
ど
、
親

た
ち
が
話
し
合

っ
て
、
ぜ
ひ
実
施

し
て
や
い
た
い
ル

思
う

会
た
、

乙
の
機
告
へ
部
治
的
子
ど
も
会

や
遊
闘
山
仕
つ
く
る
乙
と
ら
、
真

剣
に
と
i
く
ん
で
見
た
い
問
題
で

あ
ぐ
。



緑

化

推

進

功

労

者

な

ど

表

彰

一ま
し
た
。

。

。

一

柏
樹
パ
桜
γ
三
本
、
J

河
川
十
五

市

立

病

院

の

環

境

を

終

備

一本
、
銀
百
五
本
杉
四
円
本

つ

昭
和
三
十
五
年
の
緑
化
運
動
推
一
表
彰
と
間
念
柏
樹

υど

υ似
体
京

一つ
じ
十
五
本
を
市
サ
州
附
の
庭
と

進
行
事
の

一
つ
と
し
て
、
犬
村
市
一
の
略
核
ム
喜
一
円
ペ
ト
ま
し
た
。

一ま
わ
り
γ
植
え
.
病
院
に
ふ
さ
わ

緑
化
…
前
進
委
員
会
で
は
四
周
二
十
一
緑
化
推
進
功
釘
者
け
何
年
。

μ
一し
い
紙

μ援
に
し
ま
し
た
。

日
午
前
十
時
か
ら
犬
村
市
立
病
院
一
の
羽
根
募
金
q

に
協
刀
湾
れ
、
さ

で
大
山
州
市
長
し
関
係
者
二
十
数
名
一
ら
に
環
境
の
整
備
に
と
く
に
霞
献

が
参
加
し
で
緑
化
推
進
功
労
者
の
一
さ
れ
た
つ
ぎ
十
四
間
体
で
、
大
村

-zfizz-
-E=一一一一一一一一一一一一一一一一一ニ一一一一一一一一一一一一一三一一一一一一一一一一一一一一一一一一-一一一=一一一
v

一
市
緑
化
昨
進
委
員
毘
(
大
判
所
長
)

初

の

事

業

で

空

港

に

植

樹

一

な

お

、

同

会
の
役
員
は
つ
ぎ
の

一
か
ら
感
謝
状
と
霊
歩
贈
ら
れ

FJ

一
と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

つ

つ

じ

の

生

産

研

究

会

が
発
足
一
〔
会
長
〕
宮
永
浩
(
武
部
郷
)

-

一

〔

刷

会

長

〕

中

村

寅

縛

(

原

口

郷

2

1
…

。

平

一戸
つ
つ
じ
ム
開
か
れ
ま
し
た
。
と
の
会
は
宇
一円
了
評
議
員
)
志
望
次
郎
(
武
部

ヨ
訓

一

産

一
を
大
大
的
に
住
産
し
一
つ
つ
じ
の
禁
技
術
の
暮
や
増

五

島

米
吉
(
徳
泉
川
内
郷
)

い
伽
一
特
…
大
村
名
佐
に
す
る
た

一殖
を
は
か
る
と
と
も
に
会
員
の
融
一北
川
文
雄
(
水
田
町
}
佐
藤
周
蔵

守

岬

一

存

こ

め

に

、
四
豆
主
ー
三
和
問
一
結
に
努
め
る
も
の
で
、
現
在
一
(
水
忠
則
)
井
手
近
(
原
口
町
)

5
ヨ
一

ψ
f
叩
日
大
村
園
芸
品
川
場
で
一
会
員
数
は
約
五
十
名
ぐ
す
。
一
億
円
征

一
(
富
ノ
原
郷
)
福
田
善

年

崎

一

川

一
橋
本
県
農
地
農
話
一
問
会
で
は
早
速
、
初
の
事
業
と
一
作
(
一
一
例
郷
)

お

山

一

ぺ

…

長

、
高
間
一
県
越
地
問
問

τて
、
ま
介
料
化
推
進
運
動
の
二

〔
常
事
〕
才
木
玖
一
(
武
部
郷
)

如
叫
一
戸
ご
林
部
次
位
、
山
浦
市
一
つ
と
し
て
、
四
月
二
十
六
日
大
村
一
出
口
汗
雄
(
小
路
口
郷
)

府

川

一

戸

…

鹿

川

去

ら
関
係
者
五
議
タ
ー
ミ
ナ
ル
ピ
ル
に
平
一
戸
つ
一

注

キ

一戸
つ
つ
じ
と
は
市
外
で

虫

干

一

一定
数
比
し
て
、
一
つ
じ
を
植
え
、
外
来
客

白

星

の

通

称

名
で
、
当
地
で
は
淀
川
と

(
一
-
-

，
「
大
村
市
中
一
戸
つ
つ

一し
ま
せ
る
と
と
も
に
、
同
ソ
つ
じ
一

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

一じ
生
産
研
究
会
」
の
創
立
総
会
が
一

の
紹
介
に
持
め
+
ま
し
た
。

き
れ
い
に
な
る
本
堂
川
橋

駅
前
か
ら
の
道
路
も

f二j

昨
年
十
月
か
ら
零
施
中
の
本
堂
一
土
川
原
線
は
長
さ
七
百
M
州
全
幅

川
崎
の
延
長
ム
事
は
近
く
有
成
し
一
十

一
日
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装

市
道
よ
川
原
線
(
大
村
駅
前
J
本
一で
長
い
間
片
側
舗
装
の
た
め
、
不

堂
川
橋
)
の
片
側
舗
装
も
橋
の
完
一
便
を
か
け
て
い
ま
じ
た
が
、

と
の

成
と
同
時
に
守
派
に
で
専
門
あ
が
り

一
橋
と
舗
装
の
完
成
で
、
市
内
の
メ

ま
す
。

一イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
と
し
て
面
白
を

岡
橋
は
県
の
工
事
で
本
堂
川
の
二
新
し
、
開
業
、
交
通
の
面
に
大

川
幅
拡
張
γ
事
に
ど
も
沿
い
、
橋

一斉
」行机代
剖
九
果
た
し
ま
す
。

の
長
さ
二
十
五
M
川

が
三
六
・
四

一

写
真
H
右
側
の
白
い
方
が
延
長

れ
に
延
長
さ
れ
た
も
の
で
す
。

さ
れ
た
部
分
(
興
設
課
)

(才245号)りよf三政市村大〈毎月1日，10日，20日発行〉

場

む
理

す
処

す

尿

設
し

建

げ
r
h

れ
て
い
ま
す
。

と
れ
は
昨
年
十
一
月
か
広
着
工

夫
-
れ
た
、
1
一尿
机
珂
施
設

ω
一
部

ア
す
の
こ
の
制
設
の
処
理
母
は
一

日
ご
十
七
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル

へ
百
五

十
石
)
で
、
じ
尿
の
処
理
だ
け
で

な
ぐ
、
肥
料
も
生
時
す
る
と
b
f

が

で
き
ま
す
。

と
と
し
の
十
一
月
に
は
完
成
し

丙
代
郡
市
砲
設
以

一環
と
し
て
、

環
用
街
庄
山
向
上
に
大
芳
な
れ
何
割

が
果
た
す
と
と
に
な
り
ま
す
。

(
保
険
衛
竺
課
)

市
内
森
岡
郷

じ
ん
芥
焼
却
場

慣
に
写
真
の
よ

う
は
大
き
な
タ

ン
ク
が
、
地
下

か
ら
つ
く
り
上

(
幾
綜
課
)

符
林
家
の
wm
談
会
は
、
符
林

掠
長
山
川
広
前
(
中
一
隅
郷
)
森
金

(
古
川
瀬
郷
)
野
口
鹿
太
郎

(
木
場
郷
)
問
惣
次
郎
(
一
の

郷
)
の
四
氏
と
山
浦
農
林
課
長

十1三

な
次
代
の
国
民
の
育
成
に
つ
と
め

る
費
務
が
あ
り
ま
す
。

川
出
髪

や

入

浴

料

を

サ

ー

ビ

ス

一

五
月
五
回
二
ど
も
の
目
。
を

よ
2

一中
心
に
い
ろ
い
ろ
の
行
事
が
と
り

児
童
禍
祉
法
に

ωす
べ
て
国
民

一
育
て
あ
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

↑行
な
わ
れ
ま
す
が
「
健
全
な
苗
に

は
、
児
誌
が
心
身
L

も
に
健
や
か
一じ
か
し
、
社
会
に
は
両
親
の
な
い

一美
し
い
花
や
咲
か
せ
る
た
め
」

家

に
生
ま
れ
、
か
つ
育
成
さ
れ
る
よ

一子
も
あ
れ
ば
、

あ
っ

て
も
病
気
そ

一庭
で
は
、
と
く
に
、
子
ど
も
と
話

う
仁
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
の
他
い
ろ
い
ろ
の
事
情
で
父
母
の
一
し
会
う
時
聞
を
つ
く
っ
て
い
た
だ

ωす
べ
て
児
童
は
、
ひ
と
し
く
そ
盤
育
を
受
付
ら
れ
な
い
不
幸
な
子

一く
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
平
ど

の
生
活
を
倶
陣
式
れ
、
受
耗
さ
れ

一ど
も
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
わ
が
子

一も
の
不
良
化
は
「
暗
い
家
庭
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
お
よ
び

一の
特
育

ι熱
心
な
親
が
そ
ろ
っ
て
一
ら
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
手
ど

地
方
公
共
団
体
は
、
児
童
の
保
護
一い
て
も
、
周
囲
に
こ
ん
な
不
幸
な
一
も
の
と
と
に
つ
い
て
お
困
り
に
な

者
と
と
も
に
、
児
童
ぞ
心
身
と
も

一子
ど
も
や
悪
い
子
ど
も
が
あ
れ
ば
一
っ
て
お
円
れ
る
か
た
は
、
早
ぐ
福

に
健
や
か
に
育
成
す
る
責
任
を
負
一
い
つ
、
ど
ん
な
折
に
、
そ
の
悪
一
祉
事
務
所
か
、
地
区
民
生
(児
童
一

う
。
、
f
児
輩
憲
章
に
き
だ
め
ら
れ

一
い
彫
組
が
白
分
の
平
ど
も
に
、
ま

一
委
員
、
大
村
嘗
察
署
少
年
相
談
所

一て

お

り

ま

す

。

一

た

社

会

に

不

幸

を

も
た
ら
す
原
因
一
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

一

子
ど
も
は
お
と
な
た
ち
の
希
望

一に
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
わ
た

一

な
お
、
大
村
市
で
は
五
月
五
日

一の
象
徴
で
あ
り
、
ど
の
ネ
ど
も
も

一し
た
ち
に
は
心
身
と
も
に
健
や
か
一か
ら
十
一
日
ま
で
の
児
差
益

一刷
親
の
限
り
な
い
愛
と
保
識
に
よ

一
っ
て
、
健
や
か
に
善
良
な
国
民
に

こ
ど
も
と
話
合
う
時
間
を

市
内
桜
馬
場
町
と
野
安
地
さ
ん

一し
な
け
れ
ば
与
え
ら
れ
な
い
も
の

飼
育
の
種
豚
が
日
女
種
豚
登
録
協
一で
、
度
同
県
で
は
は
じ
め
て
与
え
g

来
の
自
重
な
体
験
談
六
一
林
業
経
一
会
の
規
定
で
、
最
高
の
栄
誉
で
あ
一
ら
れ
た
も
の
で
す
。
今
筏
当
市
の

営
の
改
善
な
ど
に
つ
い
て
話
し

一
ず
の
名
誉
高
等
建
設
と
し
て
指
定
一
豚
の
改
良
と
普
及
が
さ
ら
に
前
進

一ざ
れ
ま
し
た
、
乙
れ
は
日
本
種
豚
一ず
る
も
の
ど
関
係
者
か
ら
期
待
さ

合
い
ま
し
た
。

一

一

一登
録
協
会
が
行
灯
う
審
査
に
合
格
一
れ
て
い
ま
す
。
(
山
氏
林
課
)

〔
功
折
半
告
〕
陸
上
自
衛
隊
大
村
一
一引
U
U
U
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
a
'
-
-

部
隊
問
竹
松
部
隊
、
海
上
自
衛
一一

一

長

引

川

出

し

よ

う

。

な

い

よ

う

に

し

ま

し

40
つ
け
ま
し
ょ
う
。

隊
大
村
航
判
官
隊
、
法
務
省
一
〈
村
入

一一一

f
i
l
i
-
-
i
j
J

4、
搭
一極
一
訟
は
ゴ
了
一
ニ
平
方
米
刈
取
り
は
麦
自
体
の
成
熟
わ
程
柑
橘
H
摘
一
宮
:
樹
封
内
一
山
っ
一
一

同

童

話

一一一

水

稲

H

1、
苗
代
準
備
は
で
(
一
坪
)
当
り
四
・
五
デ
シ
リ

度

に
よ
り
惑
に
刈
取
る
ψ
が
て
い
る
木
で
詑
っ
き

Zい
も
一
一

一
一
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
予
ッ
ト
ル
(
一
了
五
合
)
程
度
と
理
組
で
す
が
、
実
候
の
都
合
で
の
あ
る
い
は
健
常
宍
木
で
も
、

一一

一一
定
地
に
は
よ
く
闘
っ
た
唯
肥
を
し
、
む
ら
の
な
い
よ
F

つ
に
ま
き
一

J
二
什
早
な
っ
十
一り
、
お
隅
単
純
果
に
な
り
や
す
い
木
で
一
一

一
一
一
ア
ー
ル
当
り
六

O
l
一
一
O

ま
し
ょ
う
。

そ
く
な
っ
た
り
す
る
と
と
は
や
は
商
倒
で
も
つ
ぼ
み
(
花
)
を
一
一

一
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
施
し
土
と
ま
ぜ
て

5
、
苗
代
の
肥
料
は
リ
ン
サ
ン
む
を
え
ま
せ
ん
犬
体
山
間
期
摘
み
と
り
ま
し
ょ
う
。
効
県
は
…
…

一
一
お
き
ま
し
ょ
う
。
カ
リ
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
胞
し
ま
か
ら
敬
え
る
と
、
け
だ
か
ま
は
大
き
く
、
ゃ
っ
売
だ
げ
の
処
果

一一

一一

2
、
砲
水
選
や
極
チ
消
毒
は
忘
し
よ
う
。
前
作
の
種
類
や
肥
え
早
生
で
一一豆

t~八
日
、
巾
悦
庄
は
必
ず
則
待
?
き
ま
す
。

一
一
れ
な
い
よ
う
に
。
て
い
る
か
、
や
せ
て
い
る
か
に
で
問

O
臼
ぐ
ら
い
、
小
寺
で
四
着
花
渦
多
の
三
樹
貯
の
宮
山

口

一
…
よ
く
実
の
入
っ
た
大
き
な
籾
ほ
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
お
よ
五
日
ぐ
ら
レ
と
し
ア
決
め
る
の
務
防
止
す
る
た
め
硫
安
、
尿
紫
…
…

一
ど
、
大
き
い
丈
夫
な
苗
が
で
き
そ
三
・
三
平
方
れ
当
り
成
分
が
確
実
で
す
。
今
年
け
柿
雨
が
な
ど
速
効
性
肥
料
を
成
什
で
一ニ
一
一

一一
ま
す
の
で
、
塩
水
選
を
や
り
ま
量
で
チ
ッ
ソ
、
リ
ン
サ
ン
は
そ
早
い
と
い
う
予
報
で
す
か
ら
天
・
七
キ
ロ
グ
ラ
ム
ぐ
ら
い
仰
す
一
一

…
…
し
よ
う
。
支
た
イ
モ
チ
病
や
線
れ
ぞ
れ
二
六
J
三
0
グ
ラ
ム
、

気
ぞ
見
定
め
亡
、
多
ヤ
早
一
回
に
と
よ
い
。
と
れ
は
開
花
烹
で
の

一一

一
一
虫
心
恒
例
の
出
た
地
帯
か
ら
と
カ
リ
は
一
ニ

0
1一
一
一
四
グ
ラ
ム
程
刈
取
る
の
が
安
全
で
す
。

饗
分
の
消
費
そ
補
つ
で
樹
勢
を
一
一

む
っ
た
種
籾
は
、
必
ず
消
毒
し
て
度
で
す
。
肥
え
て
い
る
か
や
せ
甘
藷

H
ピ
一
丁
ル
青
苗

ωも
回

復
吾
、
結
実
と
枝
の
伸
長
…
…

一
一
か
ら
ま
き
ま
し
ょ
う
。
て
い
る
か
に
よ
っ
て
チ
ツ
ソ
分
の
は
ビ

ニ
ー
ル
か
除
去
し
、
踏

を

よ

く

し

ま

す

。

ロ

一一

3
、
種
子
ま
き
は
旧
植
前
二一
五

だ

げ

加

減

レ

ま

し

ょ

う

。

苗

育

成

長

U
ま
し
ょ
う
。
早

(
県
農
業
改
良
普
及
所
)

……

一
J
四
O
日
を
岡
原
に
行

な

い

ま

麦

H
麦
刈
U
は
時
期
を
誤
ら
く
伸
び
た
も
の
か
口
順
次
M

唱え

……

" 
a三

一
-
巴，戸-

--戸

鮎
川
森
林
組
合
参
事
、
高
槻
県

政
附
が
出
席
し
て
、
植
林
、
撫

背
、
同
謹
な
ど
に
つ
い
て
、
従

(
向
山
林
N
M
)

写真=市立病院で植樹する大村市長

写真下段=名洋高等登録賞碑と上
野さんにかわいがられる豚合
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上
野
さ
ん
飼
育
の
樟
豚


